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調査船調査による重量密度

ケガニ

１ 生態

２ 漁業に関する情報

３ 資源の状態

４ 資源管理の取組・その他のトピック

・底びき網で漁獲されています。
・2025年（令和７年）の漁獲量は1.0トン、金額は1.3百万円でした。
・2011年３月の震災以降、操業自粛により水揚げはありませんでしたが、2012年
（平成24年）９月から再開されています。

・調査船トロール調査による重量密度の推移から資源の状態を判断しました。
・2001年（平成13年）に338kg/k㎡と高い値を示しましたが、2002年（平成14年）以
降は100kg/k㎡以下で推移しています。2025年（令和7年）は6.2kg/k㎡と、過去最低
となりました。
・2025年（令和７年）の資源水準は低位で資源動向は減少と考えられます。

高位

中位

・日本海、茨城県以北の太平洋沿岸に広く分布
します。福島県沖では主に水深150～300mに生息
します。季節的な深浅移動があり、春季は主に
水深150m付近に分布します。
・メスは甲長40mm台（９齢期、ふ化後2.5年）か
ら成熟します。交尾期は６～９月、ふ化期は２
～４月です。
・主に甲殻類、魚類、多毛類を食べます。

・県内のすべての漁協で、甲幅55mm以下の個体を水揚げしない自主規制が行われて
います。
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